

























































































3 3 3 3 3 3 3
力を持たない肉体労働
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
、マニュアル労働







































































































































































































































































































































































































































3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
資源となる
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優位をもたらす























3 3 3 3 3 3 3 3
る需要が急速にしぼむ
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
一方、技能や知識に対する
3 3 3 3 3 3 3 3 3
需要は急増
3 3 3 3 3
し、『労働の供給




3 3 3 3
』が重要課題として急浮上」（100頁）する。
そして雇用契約は、関係的契約











3 3 3 3
の重要性は低下し続け、こ
れまで関係的だった労使関係は明示的かつ取引的
















































































































































































































































3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
、人為的に希
3 3 3 3 3
少なものとされ
3 3 3 3 3 3 3
、その取得方法が
3 3 3 3 3 3 3
（ロイヤリティ
3 3 3 3 3 3
、
ライセンス料などの支払い形態で
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
）支払いを伴う
3 3 3 3 3 3
ものとされるかぎりにおいてのことである





































































3 3 3 3 3 3 3 3 3
な競争優位をもたらす






























































































































































































































































































































































































































構図』青木書店 2010 年，48 頁。





（7） 関下稔、前出「第 1 章　知識資本の時代」、20 頁。
（8） ボブ・ジェソップ『資本主義国家の未来』御茶
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